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はじめに 

 

 

国立研究開発法人 水産研究・教育機構と４つの研究機関は、全国内水面漁業協同組合

連合会と連携しながら、水産庁から委託された「効果的な外来魚抑制管理技術開発事業」

に取り組み、平成 30 年度から 3 年間にわたり、外来魚の駆除技術の開発ならびに高度化

について取り組んできました。そして、この 3 か年の成果として、本報告書をとりまとめ

ました。 

これまでの水産庁事業では、湖沼のオオクチバスやブルーギル、チャネルキャットフィ

ッシュ（アメリカナマズ）を対象として、新しい駆除法を開発・確立してきました。そし

て、平成 29 年度までの事業成果は、「誰でもできる外来魚駆除 2」として公表され、全国

で展開されている駆除活動に活かされてきました。 

本報告書では、ドローンやバイオロギング、環境 DNA 分析の先端技術を活用し、河川、

湖沼におけるオオクチバス、コクチバス、ブルーギルの生息状況を効率的に把握する手法

を開発しました。さらに、生息状況を把握した上で、オオクチバス、コクチバス、ブルー

ギルを効率的に駆除する技術についても開発を行いました。 

本事業における 3 年間の駆除活動の結果として、駆除を行った河川や湖沼において外来

魚が減少しただけでなく、在来魚が増加した事例がみられました。これらの事例を参考

に、全国各地で、効率的な外来魚駆除活動が展開されることを願っています。 

 なお、普及向けの技術マニュアルについては、『だれでもできる外来魚駆除 3』をご

覧ください。これらの成果が、全国の水産研究機関、漁業協同組合、市民団体等、外来魚

の駆除に取り組む多くの方々に活用して頂ければ幸いです。 

 

国立研究開発法人水産研究・教育機構 水産技術研究所 

環境・応用部門 沿岸生態システム部 内水面グループ 
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１）事業の全体計画 

 
水産庁事業の成果や各地の漁業協同組合等による取り組みによって、河川や湖沼におけ

るオオクチバス、コクチバス、ブルーギルについては駆除技術の開発が行われ、実地作業
も進んでいる。特に、繁殖期である春には、産卵床での親魚の捕獲等、これまで多くの技
術が確立されてきた。しかし、これらの外来魚は一度に多数の卵を産み爆発的に増加する
ために、一度減少した個体数が短期間にリバウンドして元に戻ってしまうことがある。そ
のため、繁殖抑制だけでなく、繁殖期を迎える前に効率的に親魚を捕獲することが課題で
ある。そこで、本事業では水産研究・教育機構が中心となり、栃 県、 野県、滋賀県の
水産研究機関、北海道大学、全国内水面漁業協同組合連合会とともに、外来魚の蝟集場所
の把握ならびに、効率的な捕獲方法について新たな研究開発を行う。 

このような状況を踏まえ、本事業では以下の調査を実践し、外来魚の抑制管理を湖沼河
川において高度に進めるための技術開発を行うものである。 
 
ア 外来魚生息場所調査手法開発 
ICT、環境 DNA 技術等を活用し、河川、湖沼における外来魚の生息状況や生存個体の確
認、特に冬季に密集する場所や産卵床等の特定を効率的に実施する手法を開発する。 
 
イ 効果的かつ効率的な駆除手法開発 
アにより特定した生息場所等において、当該環境に最適な漁具・漁法等の検討を通じて、
効果的かつ効率的に外来魚を捕獲するための手法の開発を行う。 
 
ウ 普及啓発用マニュアル作成 
ア及びイで得られた成果等を踏まえ、内水面漁業者等が外来魚対策を行う際に参考となる
マニュアルとしてとりまとめる。 
 
エ その他の外来魚駆除及び管理手法の検討と効果分析 
ア及びイ以外に、外来魚対策に有効で実用可能であると考えられる駆除方法や管理手法の
検討とその効果分析を行う。 
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�）実施体制 

 
 本事業では、国立研究開発法ਕ 水産研究・教育機構 水産技術研究所ʤฑ成 �� ྫ࿪
� ೧度 � ݆ 国立研究開発法ਕ 水産研究・教育機構 中ԟ水産研究所）および北海道大
学、栃 県、 野県、滋賀県の 産研究機関によって調査研究が われ、その研究の進め 
やๅࠄおよび駆除マニュアルについては、全国内水面漁業協同組合連合会がઅ஖した有ࣟ
者等で構成される検討җҽ会によってࢨ಍をणけた。 
 
 
検討җҽ                           �ॳ෈同・ܡস� 

ཐ ଢը ॑ࢀ大学大学Ӆ             ʤฑ成 �� ྫ࿪ � ೧度） 

県漁業協同組合連合会       ʤฑ成ۆ࡝ ল෋ ౣݻ �� ྫ࿪ � ೧度） 
 
  
検討җҽ会事ແۃ                        �ॳ෈同・ྲྀܡ� 

内ీ ࿪஋ 全国内水面漁業協同組合連合会     ʤฑ成 �� ྫ࿪ � ೧度） 

手જਇ್ 全国内水面漁業協同組合連合会     ʤฑ成ޜ �� ྫ࿪ � ೧度） 

全国内水面漁業協同組合連合会     ʤฑ成 ࢢঞ ీࢥ �� ྫ࿪ � ೧度） 
 
 
調査研究୴当                          �ॳ෈同・ྲྀܡ� 


௸Ҭ ७一 国立研究開発法ਕ 水産研究・教育機構 中ԟ水産研究所 
       Ԍ؝・内水面研究ιンνー ʤฑ成�� ྫ࿪̐೧度） 
国立研究開発法ਕ 水産研究・教育機構 水産技術研究所 
環境・Ԣ用෨໵ Ԍ؝生ସεスτϞ෨ 内水面ήルーϕʤྫ࿪̐೧度） 



 本 ষ一࿢ 国立研究開発法ਕ 水産研究・教育機構 水産技術研究所ࢃ
環境・Ԣ用෨໵ Ԍ؝生ସεスτϞ෨ 内水面ήルーϕʤྫ࿪̐೧度） 

 増ీ ࢜ݣ 国立研究開発法ਕ 水産研究・教育機構 水産技術研究所 
環境・Ԣ用෨໵ Ԍ؝生ସεスτϞ෨ 内水面ήルーϕʤྫ࿪̐೧度） 

 （北海道大学 ೸学研究Ӆ         ʤฑ成�� ྫ࿪̐೧度 ࢦ໨ ਖߧ 

 水本 خװ 北海道大学 ೸学研究Ӆ         ʤฑ成�� ྫ࿪̐೧度） 

 ෤ీ ңྛ 栃໨県水産ݩࢾ場            ʤྫ࿪̐೧度） 

 ठҬ ன߀ 栃໨県水産ݩࢾ場            ʤฑ成��೧度） 
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 ోᬓ    栃໨県水産ݩࢾ場            ʤྫ࿪元೧度） 

 ଞҬ ྍ༐ 栃໨県水産ݩࢾ場            ʤྫ࿪̐೧度） 

 （場            ʤฑ成�� ྫ࿪元೧度ݩࢾ本 ૳  野県 産ࢃ 

 河野 成実  野県 産ݩࢾ場            ʤฑ成��೧度） 

 （場            ʤྫ࿪̐೧度ݩࢾ川 ਇ್  野県 産ۿ 

 川೯ว ો一  野県 産ݩࢾ場            ʤྫ࿪元 ̐೧度） 

 ठҬ ໎ٳ 滋賀県水産ݩࢾ場            ʤฑ成 �� ೧度） 

 ࠞ本 गਖ 滋賀県水産ݩࢾ場                      ʤྫ࿪元 � ೧度） 

場            ʤฑ成ݩࢾਖ 滋賀県水産 ࢮࢀ  �� ೧度） 

 ੶࡜ 大ղ    滋賀県水産ݩࢾ場            ʤྫ࿪元 ྫ࿪ � ೧度） 

場                        ʤฑ成ݩࢾ滋賀県水産 ࢛ي ޳ీ  �� ྫ࿪̐೧度）

  ːฑ成 �� ྫ࿪元೧度ਬ進リーξー及び本ๅࠄॽのとりまとめ੻೜者 
ːːྫ࿪ � ೧度ਬ進リーξー及び本ๅࠄॽのとりまとめ 
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3㸧஦ᴗの成果࡜ṧࡓࢀࡉㄢ㢟 

 

ᮏ஦ᴗ࡛ࡣ 3 し㥑㝖ᢏ࡜㇟ᑐࢆࣝࢠ࣮ࣝࣈࠊࢫࣂࢳࢡࢥࠊࢫࣂࢳࢡ࢜࢜ࠊ㏻し࡚ࢆᖺ࠿

⾡の㛤Ⓨࠋࡓࡁ࡚ࡗ⾜ࢆ 

ࡺࢃ࠸ࠊ࠺ࡲⓎ⏕し࡚し࡟኱㔞ࡀ㨶⛶࡟㝿ࡓῶᑡしࡀಶయᩘࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ࢫࣂࢳࢡ࢜࢜

࢘ࣂࣜࠋࡓࡗ⾜ࢆᡭἲの㛤Ⓨࡿࡏࡉ⤯᰿ࡣ࠸ࡿ࠶⌮⟶పᐦᗘࠊࡽࡀな࠼ᢚࢆࢻࣥ࢘ࣂࣜࡿ

ᚑ᮶の᪉ἲ࡝ທ໤、Ỉ୰㖠なࢀܗঘࠊࢺ࣮࣮࣎࢝ࢵࣙࢩ㟁Ẽࠊし࡚࡜᪉ἲࡿࡍᢚไࢆࢻࣥ

ࠊ࡛࡜ࡇ࠺⾜ࢆ⋓ຠ⋡ⓗなᤕࡓ࠸⏝ࢆ⦕ᘏࡸ⥙し่ࠊ࡟๓の෤Ꮨࡿ࠼㏄ࢆṪᮇ⦾ࠊ࠼ຍ࡟

᫬ᮇࡸሙᡤ࡟ᛂ᭱ࡓࡌ㐺なᤕ⋓᪉ἲࡾྲྀࢆධ࡜ࡇࡿࢀの㔜せᛶࢆ♧しࡽࢀࡇࠋࡓの成果

†⁠㈡┴の⍇⍈ࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜࡚ࡗࡓࢃ࡟㛗ᖺࡀの㥑㝖ࣝࢠ࣮ࣝࣈࡧࡼ࠾ࢫࣂࢳࢡ࢜࢜ࠊࡣ

ෆ†࡛ࡅࡔなࠊࡃ⍇⍈†ᮏ†࡛ࡶ᭷ຠなᡭἲ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࠶᫂࡟࠿ࡽなࠋࡓࡗඛ➃ᢏ⾡ࢆά

⏝しࡓ㥑㝖ᢏ⾡㛤Ⓨ࡛ࠊࡣ㛗㔝┴の†἟࡟⛅ࠊ࡚࠸࠾࡟ᑠᆺⓎಙჾ࡟ࢫࣂࢳࢡ࢜࢜ࢆ⿦╔

しࠊ෤࡟⼈㞟ࡿࡍሙᡤࢆ≉ᐃࠊ࡛࡜ࡇࡿࡍ㉺෤୍ࢆࢫࣂࢳࢡ࢜࢜ࡿࡍ⥙ᡴᑾ࡟࡜ࡇࡿࡍ࡟

成ຌしࡀࢫࣂࢳࢡ࢜࢜ࠊࡓࡲࠋࡓ┠どほᐹࢀࡉなࡃなࡓࡗ㛗㔝┴のࠊࡣ࡛†࣒ࢲỈ◊ᶵᵓ

ቃ⎔ࠊ㐃ᦠし࡜໭ᾏ㐨኱Ꮫࡀ DNA ศᯒࡓࡗ⾜ࢆ⤖果ࢫࣂࢳࢡ࢜࢜ࠊ⏤᮶の DNA ࢀࡉฟ᳨ࡀ

 ࠋࡓࢀࡉド᫂ࡀ࡜ࡇ࠸㧗࡚ࡵᴟࡀᛶ⬟ྍࡓࡁ࡛⤯᰿ࠊࡎ

࡜ࡶࡀ㥑㝖ᡭἲの᪩ᮇ㛤Ⓨࠊࡾ࠶㢧ⴭ࡛ࡀἙᕝ࡛のቑຍࠊ㏆ᖺࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ࢫࣂࢳࢡࢥ

࠾࡟Ἑᕝࠊࢁࡇ࡜ࡓࡗ⾜ࢆㄪᰝ࡚ࡗな࡜୺యࡀ┴ᰣᮌࠊ┴㛗㔝ࠊỈ◊ᶵᵓࠋࡓࡁ࡚ࢀࡽࡵ

ࣥࢩࢵ࢕ࣇ࢖ࣛࣇࠊࡾ㸦㣵㔮ࡾ㔮ࠊᯛ⥙㸧୕ࡧࡼ࠾⥙ᑠᆺ่し⥙㸦୍ᯛࠊỈ୰㖠ࡶ࡚࠸

࡟࡜ࡈᏘ⠇ࠊࡣ㛗኱なἙᕝ࡛࡟ⓗ⥺ࠋࡓࡗな࡟࠿ࡽ᫂ࡀ࡜ࡇࡿ࠶᭷ຠなᤕ⋓᪉ἲ࡛ࡀ㸧ࢢ

≉ࠋࡓࡗ࠶のㄢ㢟࡛࡛ࡲࢀࡇࡣᜥሙᡤの≉ᐃ⏕ࠊࡵࡓࡿࡍኚ໬ࡀの⏕ᜥሙᡤࢫࣂࢳࢡࢥ

฼᰿ᕝỈࠊ㐃ᦠし࡚ࡀ໭ᾏ㐨኱Ꮫ࡜Ỉ◊ᶵᵓࠊ࡚࠸ࡘ࡟෤Ꮨの⏕ᜥሙᡤࡓࡗ࠶୙࡛᫂ࠊ࡟

⣔ࡧࡼ࠾㑣⌃ᕝỈ⣔࡚࠸࠾࡟⎔ቃ DNA ศᯒ࠸῝ࠊࢁࡇ࡜ࡓࡗ⾜ࢆῡ࡟⼈㞟し࡚ࡀ࡜ࡇࡿ࠸

᫂࡟࠿ࡽなࠊࡾ⦾Ṫᮇ࡛ࡿ࠶᫓ࢆ๓ࠊ࡟ຠ⋡ⓗ࡟ぶ㨶ࢆᤕ⋓࡛ྍࡿࡁ⬟ᛶࠋࡓࢀࡉ♧ࡀ⦾

Ṫᮇࠊࡶ࡚࠸࠾࡟ຠ⋡ⓗな㥑㝖ᡭἲࡀ㛤Ⓨࡣࢫࣂࢳࢡࢥࠋࡓࢀࡉ㆙ᡄᚰࡀᙉࠊࡃ⏘༸ᗋࢆ

Ᏺࡿ㞝ぶの᥈⣴ࠊⓎぢࡀ㞴しࠊࡀࡓࡗ࠿㛗㔝┴࡛࡚࠸⏝ࢆ࣮ࣥࣟࢻࠊࡣຠ⋡ⓗ࡟⏘༸ᗋࢆ

᥈⣴しࠊ㞝ぶࡸ༸ࢆຠ⋡ⓗ࡟㥑㝖ࡘ࡟࡜ࡇࡿࡍなࠊࡓࡲࠋࡓࡆ㛗㔝┴࡛ࠊࡣỈ୰ࢆࣉ࣏ࣥ

౑ࡓࡗ༸ཬࡧ௘㨶の྾ᘬᡭἲࢆ㛤Ⓨしࡾࡼࠊᡭ㍍࡟྾ᘬྍࡀ⬟なᢏ⾡㛤Ⓨ࡟成ຌしࠋࡓἙ

ᕝのࢫࣂࢳࢡࢥ㥑㝖ࡀ⢭ຊⓗࡿ࠸࡚ࢀࢃ⾜࡟ᰣᮌ┴࡛ࢫࣂࢳࢡࢥࠊࡣの⏕ᜥᐦᗘྛࡀᆅ࡛

పୗࡿࡍなࢺࢵ࣏ࣛࢺࢸࠊ࡛࠿なࠊ࡝ேᕤᵓ㐀≀のෆ㒊のಶయの㥑㝖ᢏ⾡ࡀㄢ㢟࡜な࡚ࡗ

ㄏ࡟のእ㒊ࣛࢺࢸࢆ௚のಶయࠊし࡚฼⏝し࡜ࣜࢺ࢜ࢆࢫࣂࢳࢡࢥࡓᤕ⋓しࠊ࡛ࡇࡑࠋࡓ࠸

ᘬࡿࡍᡭἲࢆ㛤Ⓨしࣜࢺ࢜ࠋࡓㄏᘬసᡓࢫࣂࢳࢡࢥࠊࡣのపᐦᗘ⟶⌮ࡣ࡚࠸ࡦࠊ᰿⤯ࡘ࡟

なࡿࡀ⏬ᮇⓗࡘ࠿⊂๰ⓗなᢏ⾡࡛ࠋࡿ࠶ 

⏬参ࠊస成しࢆࣝ࢔ࣗࢽ࣐እ᮶㨶㥑㝖ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡵ࡜ࡲ࡟ᮏሗ࿌᭩ࠊࡣの▱ぢࡽࢀࡇ

┴のࡳなࡎࡽ඲ᅜの⁺ᴗ༠ྠ⤌ྜ➼の⁺ᴗ⪅ࡅྥ࡟ᬑཬၨⓎࠋࡿࡍ࡜࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡗ⾜ࢆ 

ᮏ஦ᴗࠊࡾࡼ࡟†἟ࡸἙᕝ࡟ᐃ╔しࡓእ᮶㨶ࠊ࡚࠸ࡘ࡟Ꮨ⠇࡜ࡈの㥑㝖ᢏ⾡ࡀ㛤Ⓨࢀࡉ
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ࢀࡉᮇᚅࡀ⋓ᤕࡿࡼ࡟ࡾ㔮ࡸ⥙し่ࠊࡾ࠾࡚ࡗ⾜ࢆᤕ㣗άືࡶ෤Ꮨ࡛ࡣ኱ᆺಶయ࡟≉ࠋࡓ

ᐇ᪋しࢆ㥑㝖ࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿᅗࢆ㧗ᗘ໬ࡿなࡽࡉᢏ⾡のࡓࢀࡉᮏ஦ᴗ࡛㛤Ⓨࠊ௒ᚋࠋࡿ࠸࡚

 ࠋࡿ࠶ࡀᚲせࡃ࠸࡚ࡗ⾜࡟ᴟⓗ✚ࢆᬑཬᣦᑟࠊ࡟⪅ᴗ⪅➼㛵ಀ⁺ࡿ࠸࡚
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